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1．は じめに

　大阪平野では、大阪 湾か ら京都盆 地 と奈良盆地の 2方向・ゴ創虱が侵入

す る こ とが 矧 られ て い る （Ohashi　and 　Kida　2GO21 山崎 2004）．　‘
方は

大阪平野の 北に位卸
．’
る北摂111地 〔約 5劭Dm）沿 い の 谷地 形を吹走する海

風、もう ・方は侵入 方向に生駒111（約 600m ）が 存在 し、山を乗 り越え る

海風である。同 じ大阪湾か ら侵入 す る海風 で あるの に 、吹走経鋼 寸近の

地形条件が大 きく異な る とい う点が 非常に 興味深い ．特に 、rlIを乗 り越

える海風 は あま り多くない 現象で ある p

　本研 究 では、二の 2 方II、！の 海1蟶 吹走経路．ヒにお ける観測か ら得 られ た

気象場を レ幽
1
る こ とで、地形 が海風 に与え る影 響や、地形 に よる変質

を受けた 結果、海風が 吹走経」珞付近の 地上気温 に どの よ うな影響を与 え

て い るか を明ら酬 こす る。

　今回は 、2007 年夏季に 大阪 平野 とその 周辺地域を対象 と して 連続的に

実施 した 地上 気象観測の 結果 と、同期 間を対象 と した数値実 験 の 結果 を

報皆する。

2．観測

2−1　観 測概要

　気象観測は、梅雨明け後の   年 7 月 27 目〜8 月 17 日に実施 した。

観 則には 自作の 温湿 度測定器 （お ん ど と りJr．・RTR −52　T＆D 社製 ；本大会

発 表 予定 の 重 田 ほか、2008） を用 い た。観測要 素 は、乾球 温度 と湿 球 温

度で ある。

　 自作測器の 設置 咆点を図 1 に楓 自作測器は、大阪湾か ら京都盆地

にか けて 直線上に大阪市港区 （M ）、門真市千石 東 （KD ）、寝屋川市高柳

（KH （D）、枚 方市 牧 野 （KH   ）、京都 市淀 （KH   ）の 5地 飽 （以 下、

京阪 KH ライ ン ）と、奈良盆地にか けて直線上に東大阪 市布施 9   ）、

東 大阪市石 切 α  ）、奈良市平城宮 （1   の 3地点 似 下、生駒 1 ライ

ン ）に設置 した。なお、気 象庁の 気象台及 び AMeDAS 、自治体の 大気汚

染常時監 規局の 気象観測値 （気温、湿度、気圧 、風 向 ・風速）も解析に

用 い た。

2−2 観損1酷果

　角靭〒の 結 果、観測 期 間中 14 日間が女チ天 静穏 日 （日積算日照時 間が 6 時

間以 上、潮岬ゾ ン デの 850hPa で の 0900LST 風 速が 10mis以 Fの 日）

として選 定で き、その 全て が「海風 日」で あ っ た。「海風 日」 は、好天静穏

日の うち風速が 2．5in／s 以上 となっ た時刻か ら海風 風向が 6 時間以上持続

した 日と定義 した。「海風 日」にお け る各観測地 点で の 気温 日変動パ ター

ン を、KH ライ ン と 1ライ ン の 吹走経路別 に址戴 し属 谷地形で あ るKH

ライ ン では．海 風の 侵 入 に伴 っ て経 路 上の 気温 上昇 が抑制 され た が、1ラ

イ ンで はそ の 傾向はみ られず生駒山の 東剛で昇温 が起 こ っ てお り地形 に

よる海風の 変質が明 らか となっ た。

図 1 大阪平野 とその 周辺地形 と、臼｛懶 cma の 設置地 犧

　1   まで 海風 が侵 入 しなか っ た U に は．生駒 11iの 東側 に設 置した 1  の

地 上気 温 は生駒lIIの 西 側 に あ る観1｝！ll地 1焦の 地 上気温 よ り も　
・
目を逓 して

1  2℃低 くなる傾 向 がみ られ 嵐 　しか し、1   まで海楓 洲 丑入 する H は、

1   の 最高気温 が 生駒 山の 四側 と同 等 また は 1℃程高 くなる 罫温 が 認め

られた。そ こで、気象台及び AMeDAS の 気温 と風1山1・原噬 の 翻 lr】値 も

加 え て解析 Hを増や し 、生駒 llrを．乗 り越 える海風 と生 駒111東側 の奈 良で

起 こ る 目 中の 昇温 メ カ ニ ズ ム を解明 してい く。

3．数値実験

3−1 モ デ ル 概要

　本 研 究 で は 、メ ソ 気象数 値モ デ ル WRF −ARW 　Vcr．2．2 （Weather

Researz／
’h 　and 　Forecasting　Model）を用い て 数値実験 を行’

）た。　WRF は

完全圧 縮流体 ・非 静力学平衡の 基礎 方 17式系か らな る。初期値 ・境界値

に は、気 象庁 メ ソ鰯 弔析値 （大気）と NCEP の 再客観解析値（．1：壌）、

RTG −SST 値（海面温 度）を用 い t：q なお、数値実験 では 先述 まで の ew．itpm

間よ りも解析期 間を培やし、2DO7年 7月 29 日か ら 8 月 28 目を対象に、

1 カ 月の 連続計算 を行 っ た （ただ し、7 月 29 目は助走計算）。

3−2　計算結果

　 シ ミ ュ レ ーシ ョ ン に よ る計算値 と観測 に よる実測値の 比 較を行い 、生

駒山を乗 り越え る海風 とそれ に伴う奈良の 昇温 の 再現 性を確認 し鵡 生

駒 ［lrの 西側 にあ る観測 地 点 を大 阪 管区気象 台、東側 にあ る観測地 点 を奈

良地方気象台 と して、生駒 IIの 西 側 と東側で の 最高気温 の 差 を、実測値

と計算値 の間で比較 した （図 2）。8 月 2 日
〜4 日は台厘臓 近時で あっ た

た め欠測 とし た。

　 解析期 間中の 7 月 29 日〜8 月 1 日、8 月 23 目は 「非海 風 目」か、「海

風 則 で あ っ て も海風が生駒 山を乗 り越えなか っ た 目で ある。海風が 生

駒山 を乗 り越えたか ど うかの 判断 に は、奈良に あ る大気汚染常時監視局

の 風 向 ・風 速データを用い た．これ らの 日に は、海風 が 1  に侵入 した

日の よ うな昇温 が 起 こ らなか っ t4 つ ま り、奈 良の 気温 が熱の 水平移流

に あま り影響 されず、周辺 の 熱 環境 （二．卜地 利用）に支西己されて い る と
’
言

え る。大阪 と比較す る と、奈良の 最高気温は実損1値 では 1．3・−1．5℃、計算

値で は


